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   Eviprostat was orally administered to 20 patients with hypertrophy of the prostate. 

Satisfactory results were obtained in 10 cases. As the side effects, mild anorexia was 

encountered in 3 cases.

は じ め に

前立腺肥大症に対する手術適応範囲は,近 年

麻酔学の急速な進歩あるいはそれに ともなって

の手術手技の向上によって,相 当の高年者にま

で拡大され,今 や前立腺別除術は肥大症に於け

る理想的な治療法 としての位置を確保 している

ことは論をまたない.然 しなが ら一方前立腺肥

大症は,兎 に 角老人性疾患 である ことか らし

て,や や もすれば心障害,肝 および腎機能の不

全等の合併を ともなっての年令的限界条件が加

味 され易 く,例 え手術的処置により予想以上の

好結果が 得 られる ことが みすみす わかりなが

ら,実 際面では観血的療法を断念 して,止 むな

く保存的に処置しなければならない時に遭遇す

ることがしば しばある.こ のような時に我 々は

止むな く,性 ホルモン剤を主 とする保存的治療

法を試みるが,そ れにはなお種 々の問題点があ

り,そ の効果 も必ず しも適切なものではない.

たまたま今回 日本新薬株式会社より新に前立腺

肥大症内服治療剤 として非ホルモン製剤である

Eviprostat(西 独Evers社 製)の 提供を受け

たので,症 例を 選択 しりつ投与例を 重ねたの

で,そ の 成 績 の 概 略 を 報 告 す る.

Eviprostat(西 独Evers社 製)は 植 物 性 エ キス を

主 成 分 とし た製 剤 でそ の組 成 は

オ オ ウ メガ サ ソ ウエキ ス0.5mg

(Chimaphilaumbellata)

ハ コヤ ナ ギ エ キス0.5mg

(Populustremula)

セ イ ヨ ウオ キ ナ グサ エ キ ス0.5mg

(Pulsatil工apratensisMi11)

ス ギ ナ末1,5mg

(Equisetum)

小 麦 胚 芽 油15.Omg

コール 酸 ナ ト リウム0.5mg

塩 化 マ ソ ガ ン0.25mg

コ ロイ ド珪 酸15.85mg

で あ り,G.Madaus(1938)のLehrbuchderBio-

10gischenHeilmittelnセ こよれ ば,オ オ ウ メ ガサ ソ ウ

(Chimaphilaumbellata)は,ア ジ ァ,ヨptpッ パ,

北 米 に 広 く分 布 し,本 邦 に て も東 北 地 方 以 北,あ るい

は 高 山 地帯 に 自生 す る半 灌 木,そ の 葉 はChimaphila

pipsissewa,Bitterwintergreenと 称 し て,配 糖 体

エ リコ リン(Ericolin),ア ル ブチ ソ(Arbutin),苦 味

質 キ マ フ ィ リン(Chimaphillin),ウ ル ソン(Urson),

そ の他 タ ン ニ ン等 を含 有 す る.そ し てそ の 含 水 ア ル コ

ール エ キ ス は 強 い利 尿 作 用 を 有す ると され てい る.
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ハ コヤナギ(Populustrernula)は ヨー・Ptッパ,シ た.

ベ リア.北 アフ リカ等 に広 く分布す る灌木の一種で,1)短 期間投与例

そのエキスは 配糖体の サ リチン(Salicin)と そのべ 投与症例は第1表 の如 く,発 病か ら受診までが短時

ン ゾイル誘導 体の ポプ リン(Populin)を 有効成分 と 日で,直 腸 内触 診所見 お よび尿道膀胱 レ線撮影で比較

し,尿 路消毒剤 としての作 用を有す る.的 初期 と考え られ る肥大症7例 お よび心筋障害 と脳 出

セイ ヨウオキナ グサはアネモニン(Anem。nine)イ 血後遺症 のため手術不能の肥大症おのおの1例 計9例

ソアネモ ニン酸(lsoanernonicacid)を 主成分 とし であ り,投 与量は1日6錠3回 分服であ る.投 与 日数

大腸菌,縁 膿菌,葡 萄状お よび連鉄状球菌 に対 して防 は20日 ～45日 とした.効 果 の判定は頻尿,排 尿痛,残

腐作用を有す るとされてい る。 尿感,再 延性 ならびに遷延性排 尿お よび尿線無力性等

スギ ナ(EquisetumarvenseL.)お よび トクサ において,そ れ らの自覚症状の中の2つ 以上が10日 以

(EquisetumNiemaleL.)の 茎には多量の珪酸塩そ 内に軽快が認め られれば,効 果(+)と し,同 時に残尿

の他サポ ニソ(Equisetonin-Saponin)を 含み収敏作 の量 および 前立腺触診上の 腫瘤 の変化を も 資料 とし

用があ るとされ てい る.た.

症例1は20ccの 残尿 は減少を見ないが,自 覚症状投 与 例
につ い て は30日 投与で軽快 を見てお り

,

本剤 の投与 を試 み るにあた り,ま ずその主た る薬理 症例2,3,4例 は残尿は消失 し,自 覚症 状はそれぞ

作用か ら,30日 迄 の短期間投与で如何 なる効果を示す れ著 しい軽快 を認め てい る.し か し症例5,6は ほと

かを第1に,次 いで比較的長期間 の投与に よる効果 な ん ど無効 であ り,症 例7は 膀胱結石 の合併 した肥大症

らびに 副作 用を 検 討す る 長期投与例 とに 大別 してみ で,砕 石術後に尿所 見の改善 をまって,本 剤20日 間投

第1表 短 期 間 投 与 例

N・・ 氏 名 年 令 ・ 覚 症 状 醗 残 尿 騰 矧 効 果 合 併 症

1T・G・1s9翻 姻 一 輪 …1・

・T…63輔}軽 快 〃29,[:・ ・日 ・

3Y.M.66撫 愚}軽 快"聖2。 日+
尿線無力(不 変)OCC

・A・U■62探 調 轍 齪'9,[1・ ・日 ・

・Y…58謡}(不 変)鰍(islkk)・ ・日(一)

・ ・ …64頻 尿(不 変)催 大 ・cc45B(一)

・Y・Y・59撚(不 変)鰍1架 菱)…(一)(騨 辮 術後)

袈 副 鰍1副
8K.K.71〃 ↓'20日 十 心 筋 障 害

馨 麩}(不 変)OCC

・H…1771

尿1}(不 変)〃(殺)・ ・日 ←)… 後
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与を試 みたが,約100ccの 残尿は消退せず,自 覚症の 第3表 残 尿

改善は全 く認 められず,強 い食思不振 を訴 えたので投

薬を中止した症例であ る.次 に症例8は71才 で心筋障 減 少 不 変

害があ り,手 術不能例であ ったが,20日 間 の投与で,'

残尿は轍 し瀕 尿,残 尿感共 耀 快 した.25cc以 下743

症例9の77才 例では約2年 前 の軽 い脳 出血後遺症に30cc以 上101

合併 した肥大症で,こ れまた手術不能 であったので,01

30日 間投与 したが,合 併症 のためもあって症状の改善

は見 られなか つた.以 上 の9例 の自覚症状を一括す る と第2表 の よ うにな り,自 覚症状 としては頻尿,排 尿

痛,残 尿感が比較的軽快 し易 く,そ の他の症状は不変第2表 自覚症状総括

であるよ うに思われ る.残 尿では第3表 で25cc以 下

自 覚 症 状 軽 快 不 変 悪 化 程度の ものは減少し易い結果を得 てお る・なお直腸 診

での腫瘤は9例 共に変化な く,投 与後の尿道 膀胱 レ線

頻 尿743像 で も全 く変化 は認め られなかつた.結 局30日 前後 の

排 尿 痛321本 剤短期間投与 の9例 では・ 自覚症状お よび残尿 とも

な に軽快 した もの4例,自 覚症 状のみ軽快 したのは1例残 尿 感
431 であ

つた.

難 欝1■1・ 嘉述雛 芝籍 禽灘 畿 成績に続いて,
尿 線 無 力422さ らに長期間投与 とこれ に伴 つて最 も必要 な本剤 の副

作 用について検討を試 みた.投 与症例は第4表 の如 く

第4表 長期間投与例

　

症 例 年令 直瑚 翻 瞥 自 覚 症 状 残 尿 副綿 効 果

1A・T・62鰍r36日 舞 調 鰍'9,[:(一)・

・Y・T・66軽k大1・ ・日 嚢 尿 羅}軽 快2護:・ 一・ ・

外
・H・M68陶 大121日 馨 調 不 変:91[:・ 一)1・ 一)

来 ・Y…63軽 庭大 ・・日 舞 翻 軽 快29,[:・ 一)・

・T・Y… 〃 ・・日 鍬 播}(不 変)(殺)食 思不振(一)

患61F
・M・ ・2〃65日 藁線細架}(不 変)i:護:(一)1(一)

者 ・T・F68鳩 卵大 ・1日 ㌫ 掻}軽 快(20CC不 変)(一)・

・ ・.T.・ ・ 鶏卵大 ・・日 藁撫 努}不 変(30cc不 変)食 思不振(一)

'
glT・N・71鰍85日 講}軽 快3匪:(一)・

入1・A・ ・681鋤 ・・日 叢翻}不 変 鞭(一)(一)

・i・11M…66〃 ・・日 養 欄 不 変"蹴 ・一)(一)
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11例 であ り,長 期間投与観察の都合上比較 的早期 の肥 液所見,肝 機能,酸 フォス ファターゼ値 は,投 与前後

大症外来9例,入 院2例 で投与量は この場 合も1日6に おいてはいずれ も著 明な変化を示さなかった.な お

錠3回 分服 とし,投 与期間は最長136日,最 短60日 で 前立 腺の触診お よび尿道膀胱撮影像で もほとん ど変化

あ る.を 認めなか った.

効果の判定は短期 間投与例 とほぼ同様に 自覚症状の 症例2(第6表)は 投与 日数105日 で,頻 尿,残 尿

改善お よび投 与前後 の尿道 レ線縁 ・触診所見 を 目標 と 感,尿 線の無力性 は軽快を見 ると共 に.,残 尿 も減少し

した ・なお本剤の毒性 ならびに副作用につ いて特に検 てい るが,本 例 も血液像,肝 機能等 の諸検査項 目にお

討す るために・単 に自覚症状のみに よるこ とな く・血 いて,投 与前後においての変動は見 られなか つた.

液像,肝 機能 検査(BSP,ビ リル ビン,膠 質反応,

GOT,GPT等),腎 機能検査(PSP,水 試験,静 脈性 第6表

腎孟撮影,血 清Urea-N,血 清電解質等),酸,ア ル 氏 名 お よ び 年 令Y.T.66才

カリフ ォスファターゼ値等(後 述)を 中心に投与 開始 投 与 日 数105日

前 お よび 投与終了時の それぞれ に ついて 比較検索 し

た.使 用 前 後

まず外総 者の症例・(第 ・表)眼 与日数・36日 自 覚 症 状 蕪 薪 感・1軽 快

繍 塔灘 駕 誕;糞 縞 堅灘 孟 残 尿1・ ・ccl・

第・表 血 聖ii>SlllO

嚢響 劃 ㌦ 爾1釜 縫 娩
使 用 前 後 証 総 ・

.36・.・ ・

自 覚 症 状 撫 排尿痛睡 快 ル引 直 ・。…

残 尿1・CC}・ 肝 膠 高 田(一)(一)

血Hb13・313・6質 グ ロ ス(一)(一)

液 。8,
.ll:8116、 機 反 チをrル 竃 輩

所W,
,,。。5,。 。。 応Z・S・ 、6…見

H・32.・34.・ 能G。T242、

ザ 総 ・.68・,・ ・GPT1616
ル5直 ・

・19・ ・22Al-P・ ・ell .・[L・

肝 即
。鄭=1[:lAc-Pasell;擁8:ll

機 反 チちrル 鴛 豊 効 剰 あ ・

応ZnSO
48u6u副 作 用 な し

能GOT4038

症例3は 第7表 の ごとく,投 与 日数121日 で触診でGPT
3236繭 立腺鵬 卵大噸 大し

,尿 道eeor。 舗 で も後部

A1-Pasel .82.0尿 道の延長を見たが,本 例 においては長期間の投与に

A,.P。,eT・.58・.6・ もかカ'わらずEeS症 状の改善槻 られなか・たカミ測PO
,110.12作 用 としての血液像,肝 機能等では特に増 悪の傾 向は

圭エ±ヒニL糞 膿麟雛繍ξ難ll
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改善 した もの1例(症 例7)で あ ったが,各 症例を通 第8表

じて血液像,肝 ・腎機 能等 においてはいずれ も投 与前 氏 名 お よ び 年 令A
.S.68才

後 において著明な変化 を見出 し得なか った.な お症例

5,8は いずれ も50日 前後}こおいて食思不振を訴えた 投 与 日 数30日

ので比較的早 く投薬を中止 した.使 用 前 後

第7表 自 覚 症 状 頻 尿・蒋延 軽快せず

氏 名 お ・ び 年 令1・.M.68才 残 尿15cci尿 閉・!官瞥)

投 与 ・ 数1121日 血 ㍗ili3iil3

使 馴 前 【 後 液 ・.1.1 。・11・ ・1

暴1覚症響 靴 変 像詳 総 警 騰
叫 聖llgSiil6・ レ5直 ・.22Q.・ ・

萄¥,』;1趨 肝 膠 夢。黙 二ll=;
見iH、3。

.531.,質 チ モ ー,レ23'

ビ1反C。R2R2

見韮iO'lil:二;機 応
。斜 量 三

肝 膠1高 田(一)(一)
G,T1211

機 郭 翻(1)(1)能 ・1-P・・el,.・16

能 応L押 割1画::読 鷲
GPT66Ac-P・ ・eF8:lll:ll

AユーP・・el・.・1.gI・t計44%51%

Ac-PaseF8illl8:19腎PSP・ 〃 〃53・5%・ ・%

叢作鴛 擁… ∵ 脚 ∴
次に入院患者 の症例 は諸検査については比較的詳細 電 解 質 正 常

1ご検討 し得 られた・症例10(第8表)で は投与期 間は 効 果 な し

瓢 禦 翻 灘 筆驚 蕩 導喉 副 作 則 な ・
剤の投 与を試みた.処 が 自覚症状:改善が ないばか り

か,か え つて投与27日 目に完全 に尿閉 とな り,止 むな とか ら少な くとも30日 の本剤の投与 では副作用は認 め

く手術を施行 した症例 であ る.さ てこの患者の諸検査 られない と考 えられ る.

項 目 では,血 液像 では ほ とん ど 変化 な く,肝 機能 次の症例11(第9表)は ・数年前か ら排尿障害が著

(GOT,GPTお よびBSP)さ らに腎機能(PSP,濃 縮 明で・尿閉の状態 で入院 し・残尿1・080cc・入院時の所

試験,Urea-N,静 脈性腎孟撮影)等 の検査成績 は投 見 は第10表 の ごとく,強 度 の貧血(血 色素量5.8g/d1,

与後においてむ しろ改善がみ られてお り,こ れ らの こ 赤血球数172万)お よびUrea-Nユ74mg/d1と 腎機能



516大 北他=前 立腺肥大症に対す るEviprostatの 使用経験

第g表GOT,GPTお よびBSP共 に悪影響の徴候は見られ

氏名 お よび年 令M.S.66才f・ ま耀 機能・血瀧 獺 中特にKの 健 も麗 を
が さなかった.即 ち本例の ごとき一般状態 の甚だ不良

投 与 日 数30日 な患 者においてもことに腎機能,肝 機能 に対 しては増

使 用 入階 前1後 悪の所見 観 なか ・た ・と・ま餅 ある・とであ る.以

自 覚 症 状 尿閉1・/走 熱 灘 繍 疑 獅 欝 薫型罎
残 尿1,…ccl留 置 カテーテル 共tz。改善をみた ものは 、例 泊 覚症状のみ改善 。たの

血1・ …89・ ・9・8は1例 であ ・・なお副作用は・・日連続投与で・食思不
Rl72309297振 を 来 した 例 以 外 は,長 期 間 投 与 に お い て も,血 液

液F・1・1・050・95LO3像,腎 機 能,肝 機能 等 に影 響 を示 さな か つた .

W:29,90014,45014,850

像Ht152525ま と め

髭 割:::::訓::鴛,蕎 二難鍵 践欝 鷺総 膿

肝9蝦1:]1[:]1[=;灘 論 嚢撫 霧縢 縢 翻

反 ㌃ ルki。;。1撫 搬 討した・投与総数20例に於いて頻尿・

機 応z・S・…4醗 癖 黎 鷲 藷雛 鴨 灘
GOT146145量 の 減 少 を 見 た症 例 は8例

,自 覚症 のみ が 確 に

能GPT64338改 善 した と思 わ れ る もの は2例 で あ ・ た 小 え

Al-Pase2.52.92,6る.な お この 種 薬 剤 に於 い て必 要 な 副作 用 の 点

30'7.514g.5に 於 い て は,全 例 に 於 い て血 液 像,肝,腎 機 能
BSP
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